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論文内容の要旨 
 
 本論文は、後深草院二条の手になる鎌倉時代後期成立の日記文学『とはずがたり』について、
その構造と構想を分析し、複数の新見地を示すものである。 
 研究史をふりかえると、登場人物たちが実在の誰であるかの特定、「女西行」としての二条の位
置付け、虚構性や全体の主題の検討、表現や設定に『源氏物語』が広く影響を与えていること、
西行や小野小町にまつわる表現が用いられていることなどが明らかにされて来ており、新日本古
典文学大系や新編日本古典文学全集といったシリーズの中にも注釈が収められている。 
 現在、『とはずがたり』の研究は、ある単一の視点から分析するのでは本質に十分迫りえないこ
とが明らかになってきている段階で、説得力のある視点から総合的に論じる姿勢が強く求められ
ている。そのような状況にあって、本論文はまず、作品の構造の軸となる六つの要素を抽出し、
これらがどのように絡み合いながら、作品の枠組みと文脈を形作っているのかを確かめようとす
る。そして、これらの要素は伏線として張り巡らされ、原則として後の巻で回収される構造にな
っていることを指摘、一方、例外的に未回収のまま残される要素があり、それは作者が今後余生
をかけて実現しようとする対象だと考えられることを分析している。 
 また、『とはずがたり』という作品全体が目指したものについても、本論文はぬかりなく論じる。
まず『とはずがたり』の内容は、後深草院の「私的」側面に偏り、その他のものは注意深く捨象
されていることを明らかにする。そして、二条が一貫して語ろうとしたのは、「王」に近侍した者
以外知ることのできない、私的な「王」の姿であることを確かめ、『とはずがたり』は、「王」の
記録を目指す古代的日記文学の伝統の、正統的継承者としての役割を担おうとしていることを指
摘する。 
 作者二条は、村上源氏の一門であることの自覚を強く持っており、源氏の氏神でもある石清水
八幡宮への尊崇はすこぶる篤い。自らの波乱に満ちた人生を、八幡に選ばれし者の生き様ととら
え、それを、『源氏物語』の登場人物や西行の生涯によそえながら描こうとするのが、『とはずが
たり』のもう一つの構想であることを、具体的に論じている。 
 以上が本論文の枠組みである。 
 次に、各章毎に要点を押さえたい。二条が後深草院の寵愛を受ける中で、中宮「東二条院」は、
二条の特別扱いを後深草院に抗議し、最後には二条を後宮から追放してしまう、『源氏物語』でい
えば、桐壷の更衣に対する弘徽殿の女御に相当する存在として記されている。『とはずがたり』の
中で言及されるもう一人の后妃は、後に伏見天皇を生んで玄輝門院となる「東の御方」で、作中
で二条は、この東の御方と姉妹のような間柄であったかの如く叙述されている。第一章では、研
究史上ほとんど注目されてこなかったこの東の御方をとりあげ、まず東の御方と二条の置かれた
位置について、二条良基『女房の官しなのこと』なども用いながら確かめる。そして、二条が宮
中に於いて強く意識していたのは、圧力を加えてくる東二条院ではなく、似た立場から出発した
東の御方のほうであり、作中一貫して「東の御方」と呼ばれていた彼女を、二条が後宮を追放さ
れる時、はじめて「玄輝門院」「三位殿」という、国母の名称に相応しい名で記していることを指
摘し、東の御方が宮廷生活の叙述の隠された核であったことを明らかにする。 
 作品世界で重い意味を持つ巻五の霊夢が、石清水八幡宮ではなく熊野の那智で繰り広げられて
いることをどうとらえるべきかについては、従来定説を見なかった。第二章では、この霊夢が、
円満具足の聖なる状態と考えられていた「一対」の構造を持っており、熊野は当時、石清水と一
続きの霊地として認識されていたということを、幅広い資料から立証し、夢で示された後深草院・
父雅忠・後深草院の皇女遊義門院・作者二条の四人の姿が、『石清水八幡宮并極楽寺縁起之事』な
どに記される、俗躰・法躰・女躰二躰からなる、八幡宮の祭神説と重なる構図であることを明ら
かにする。すなわち二条は、那智に於ける霊夢を、御神体の重なり合う、石清水八幡宮からのメ
ッセージとして捉え、自分にとって、結局後深草院がどういう存在であったと受け止めるべきか
を感じ取ったであろうことを確かめる。また、作品末尾近くで、亡き院の三回忌前夜に院の木像
を見た二条が、阿弥陀仏と同体視される夢の中の院の姿を、未来の姿と読み替えたであろうこと
を指摘する。 
 第三章では、父雅忠の日来の教えと遺言を、『とはずがたり』と同時代に成立した『乳母のふみ』
と比較、雅忠が二条の出産を助ける夢とあわせ、作中雅忠は、女親的役割の人物として描かれて
いることを指摘する。そして、この雅忠と対になる那智の霊夢での後深草院像、院の死後二条が
院の皇女遊義門院に思い入れていく姿は、二条が後深草院を最終的に「父」として捉えようとす
る様を表しているとの分析を補強する。 
 第四章では、実在の後深草院の人間像を、宸記などの史料によって確かめ、作中の後深草院は、
注意深く政治性を排除して描かれていることを明らかにし、王の私的側面こそ、『とはずがたり』
が記し留めようとした対象であったことを証立てる。 
 第五章では、『源氏物語』との関係について捉え直し、二条への愛執のうちに死を迎える「有明
の月」の存在が、『源氏物語』に於ける六条御息所の役割に相当すること、『とはずがたり』の二
条は『源氏物語』の女主人公たちのその後を補完するかのように描かれていること、などの新見
を表す。 
 終章では、『とはずがたり』の中で、例外的に回収されない三つの伏線が、何を意味するかを分
析する。中でも「琵琶」の要素は、ちょうどそれと入れ替わるように顕在化してくる「五部大乗
経」書写の悲願および「和歌」の問題に継承されていると見るべきことを論じ、「琵琶」が担って
来た「後深草院への思い」「村上源氏の誇り」は、それぞれ「五部大乗経」書写完成、勅撰集への
入集の悲願へと引き継がれていることを明らかにする。 
 
 
論文審査の結果の要旨 
 
 本論文は『とはずがたり』という作品に対して、いくつもの本質的提言を行っている。まず、
作品が「後深草院」「石清水八幡宮」「父と母」「源氏物語」「西行」「琵琶」という、六つの大きな
軸を持ちながら展開し、それぞれの要素は伏線として機能、そして原則として後に回収されてい
ることを明らかにする。また、例外的に回収されない要素は、作品終結後の作者が、余生をかけ
て実現しようとしたものを示唆する、という全体の構造について、研究史上新たな指摘を行って
いる。 
 そして、六つの要素がどのように機能しながら作品世界が形作られているかを分析し、例えば、
後宮での二条は、『源氏物語』の弘徽殿の女御に相当する東二条院に迫害される、桐壷の更衣のよ
うに描かれる。しかし、東の御方という研究史上等閑視されがちであった女性の存在が、その叙
述にとって極めて重要な人物であることを、その呼称の変化から立証する。『源氏物語』的文脈と、
作者の心中に沿った文脈が重層しているのである。 
 作中明らかに重い意味を持つとかねて注目されていながら、作品全体での位置付けがなされて
いなかった、那智で見た霊夢については、そこに示された後深草院・父雅忠・後深草院の皇女遊
義門院・作者二条の四人の姿が、当時よく知られていた、石清水八幡宮の御神体説と合致するこ
とを指摘し、あわせて那智を含む熊野の地が、石清水八幡宮と御神体の重なる霊地であると認識
されていたことを確かめる。それによって、那智で見た霊夢が、作品全体の軸である「石清水八
幡宮」からのメッセージであることを初めて立証し、そこで繰り広げられる「一対」の世界が、
円満具足を表すという、当時の価値観の発掘を重ねて行う。この夢を通して二条は、最終的に後
深草院を自らの父としてとらえるべきであることを感じ取ったであろうこと、また、阿弥陀仏に
重ね合わされる夢の中の後深草院は、現在、院が成仏しているのではなく、将来にそれが実現さ
れるべき姿なのだと、作品終盤で読み替えられたであろうこと、などの新見を、説得力のある資
料活用と共に繰り広げる。 
 また、作品内部に於ける記述だけでなく、『とはずがたり』の外部世界に於ける実際の後深草院
像も、『後深草院宸記』などを読み込みながら、丁寧にたどり、弟亀山院との関係、后妃および皇
子女との関係、伏見天皇との関係の実際に迫っている。 
 そして、音楽についての学書『文机談』などをあわせ用いることで、後深草院にとって、「琵琶」
が治天の君であることの象徴たる楽器であったことを確認し、にもかかわらず、作中、今様や朗
詠など声楽の芸に熟練していることは十分に記されるのに、琵琶奏者としての後深草院には言及
を避けていると見られる事実に注目する。 
 また、後深草院と親兄弟、后妃や子女たちの記述にも特徴が見られる。後深草院とその子女に
言及することが、政治的動向を連想されがちな、いわゆる「両統迭立」の時代状況の中で、二条
は敢えて「政治性」が『とはずがたり』に介在することを嫌い、必要外の子女を作中に登場させ
ることを避けていると考えられるのである。 
 これらの一見無関係に見える事実が、実は同じ方向を指し示しており、二条は公的な王として
の後深草院ではなく、王に近侍する者以外は知り得ない、王の私的側面を描くことに特化して、
『とはずがたり』を叙述しようとしていると分析する。 
 『とはずがたり』は、複数の天皇をめぐる、生々しいといってもよい逸話を多く含むためか長
く秘匿され、宮内庁書陵部所蔵江戸中期写本が天下の孤本として存在する作品だが、『とはずがた
り』に於いて、天皇の私的側面が細かく記されていることの文学史的意味を、堀河天皇の病と死
を描く『讃岐典侍日記』などを参照しつつ、初めて明らかにした点でも、本論文は貴重である。 
 作品内部の表現に導かれながらの深い読みと、外部から距離をもって俯瞰する方法を併せ用い
ている点は特に迫力があり、歴史史料など、作品外の資料に広く目配りを行う手法にも秀でてい
る。また、単発的な指摘を積み重ねる地点にとどまらず、それらを構造と構想という大きな枠組
みでまとめあげようとする姿勢にも、意欲と工夫が見られる。 
 本論文では、以前の章で論じた問題に立ち戻り、意義を問い返す必要のある箇所が複数あり、
その論じ方に難解な部分を含む憾みがある。 
 しかし、研究が細分化し、説得力のある新見を示すのが難しい状況にあって、作品の根本に果
敢に切り込んだ姿勢は高く評価されるべきものであり、その上、複数の本質的な提言を行ってい
る点で、真に独創性と学術的価値を有する論文であるといえる。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
